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1.吉身北遺蹄の調査

梅田町字八ノ坪、中ノ町において、庖舗建築に先立つ調査を実施しています。これまで

に約 1，000ぱの調査を終え、古境時代後期の量約主官14棟をはじめ、 3f坑や建物の柱穴

などが見つかっています。竪穴住居の平面形は一辺が4~8m の四角い形をしており、ほ

ぽ東西・南北の方向を向いてつくられています。ほとんどの住居の内側には、屋根を支え

る柱の穴が4つ掘られており、東辺の中央にはカマドが造り付けられていました。また、

カマドのすぐ南側には直径 1m程の円形や方形の形をした好議宍と見られる大きな穴も

見つかりました。この穴は床面から 1~2mも深く掘り込まれていました。住居の床はほ

ぼ平らで、中には中央あたりに粘土を貼り

足して、堅く踏みしめられたものもありま

した。壁際には排水用と考えられる浅い周

選揺が掘られていますが、いずれも周回せ

ず途切れ途切れになっています。住居の年

代は床面や貯蔵穴などから出土した、土師

器の褒と須恵器の存島 .誇議などから 6世

紀後半と考えられます。また、住居内から
かっせさせい ゅうこうえんぱん うずだま 〈写

は滑石製の有孔円版 ・臼玉・削り屑やガラ

ス玉も出土しています。

この他、 古墳時代後期の井戸も見つかっ

ています。井戸は古境時代の援穴住居を接

す形で掘られており 、やや端に寄った所か
〈ぬ い ど り 〈

ら丸太を制り貰いたとみられる井戸枠が見

っかりました。

今後は残り半分について調査を進める予

定です。さらに竪穴住居の検出数が培える

とみられ、より吉身北遺跡の実態が明らか

になると期待されます。
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2.欲賀商遺蹄の調査

A発掘調査位置図

ほ しか

昨年度に引き続き、区画整理工事に伴う発掘調査を 5月から始めています。現在、欲賀

町字大蔵地先の水田地を調査中です。これまでのところ、奈良時代の稿宣官軍坊や平安

時代後期の井戸、柱穴群などを検出しています。奈良時代の建物は現状で 3問X2間以

上の規模ですが、約半分が調査地の外にあるため全体の状況は明確ではありません。ただ、

昨年度の調査で見つかった竪穴住居ゃ示通論さ鋸 .響益五といった珍しい造物の出土と合

わせ、今後奈良時代の集落の性格を検討するうえで、貴重な資料となると考えています。

(小島)
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3．塚之越遺跡（18次）・総遺跡の調査

一亭1SD-1
-^Op

畠泌

民間の宅地造成工事に伴い、道路建設部分の約900㎡を対象に発掘調査

を実施しました。調査地は守山市の南端、栗東市との境界に面する古高町
つかのこし へそ

の水田地で、北側に塚之越遺跡、東側に総遺跡が広がっています。調査α
ふうとうぼくこん

結果、溝5条(SD-1～5)、土坑3基、柱穴、風倒木痕、耕作痕、掘

立柱建物(SB-1、2)などが検出されました。

このうち、調査区の北側で検出された(SD-1)は幅約2.5m、深さ

50cmの規模で、現在の地割に平行して伸びています｡溝の下層には砂が堆

積していることから、当時は水が流れていたことが推定されます。おそら
かんがいよう

く潅概用に掘削された溝（田んぼに水を引くための溝）と考えられます。
こくしょくどきわん

溝の中からは鎌倉時代～室町時代にかけての土師器皿や黒色土器椀（内

面にススを付けたお茶碗）などが出土しています。また、調査区の東端か

らは2間×2間規模の掘立柱建物(SB-1，2)が2棟重複したかたき

で検出されました。同じ場所で建て替えられた可能性があります。建物の

時期は現在検討中ですが、鎌倉時代以降のものではないかと考えられま

す。
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埋文ﾄビｯｸｽ
今号では、市内小中学校で先月行われた、遺跡を教材とした学習を紹介します。

☆小津小6年生、遺跡発掘に挑戦

6月17日(木)､市立小津小学校6年生19名が欲賀南遺跡において､発掘体験学習を｜
実施しました。はじめに、担当者から遺跡や発掘についての説明を受けた後、実際に平安

いしよく

時代の溝跡の発掘に挑戦しました。移植ゴテを使って士を掘り、次々に土師器や須恵器な

どの土器を掘り出しました｡土器が見つかる度に､あちこちから歓声が上がっていました。

児童達が掘り出した土器の重さは全部で約4.5kg･年代は古墳時代から室町時代の土器が

見られましたが､多くは平安時代後期のものでした｡伝え聞いた児童達の感想は､学校近

くに遺跡があることに驚いたり、土器を探す作業が楽しく感じたとのことでした。当日は

暑い日にもかかわらず、一生懸命に土を掘る姿がとても印象的でした。

☆守中2年生、守山の遺跡を学ぶ

6月23日（水）、市立守山中学校2年生25名が郷土の歴史を学ぶため、吉身北遺跡と

欲賀南遺跡、そして塚之越遺跡を見学しました。吉身北遺跡では、担当者から古墳時代の
たまつく

竪穴住居跡やそこから見つかった土器などの説明に熱心に耳を傾けていました。特に玉造

り関連の資料には多くの生徒が興味深そうでした。

育委員会文化財.保護課では、平成

〃年から地元下之郷町のお年寄り

（じいちゃんズ）の指導・協力を

得て、赤米の栽培を行っており、

今年で‘回目になります。当日は

あいにくの雨模様にもかかわらず

児童達は泥だらけになりながらも

「じいちゃんズ」の指導のもと、

一生懸命に田植え作業を行ってい

ました。今から秋の収穫が楽しみ

ですね。

電一

赤米の田植え風景（平成15年度）
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